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　平成 22 年度公開教学講座「現代社会と天理教」（１）

／研究報告会／伝道研究会／新刊案内／「教学と

現代 VII」開催のお知らせ

て他党の人を排除するとか、政権をとって一国
の国益のために他の国と対峙するというような
ことはしないのです。　　

そして、さらに申せば、教祖は、現世だけの
話ではなく、前生、今生、来生と末代にわたる
救済を説かれているわけですから、現世利益を
かかげて特定の政党と結びつき、教勢を伸ばそ
うなどとは全く考えないのであります。

とは申せ、政治も社会現象の一つであり、人々
の日々の生活に深く関わっています。善政は人々
に希望をもたらし、悪政が多くの人を不幸にす
るのは事実であります。ですから、「政教分離だ」

「宗教と政治は救済の次元や手法が異なる」など
というだけで、政治と全く関わらないのも無責
任だと思います。本教の教えに照らした善き政
治のあり方、望ましい政治家の姿を探求するこ
とは、一面大事なことだと思うのであります。

先述の現職の国会議員は、民主党の人が66名、
自民党の人が 31 名、たちあがれ日本が１名と
それぞれの党派に分かれてはいます。しかしこ
れらの議員さんは、誰しもが、自ら教えを求め
て親里ぢばに足を運び教えを聞かせて頂いた人
たちなのです。名所旧跡を巡る旅人が天理に立
ち寄ったのではなく、それぞれ皆、別席場で願
書を提出しお誓いをして、お道のお話を聞かせ
てもらった信者さんなのです。

本教が集票マシンになっていないのに関わら
ず、党派を越えてようぼく・信者の議員が増加
しているのは、政治家の中にも純粋に道を求め
ている人が大勢いる証であります。またそれは、
教祖の教えが、政治の中により多く生かされる
可能性が増すことでもあると思います。ですか
ら、「戦い、敵、勝利、権力」などという言葉が
飛び交う現実の政治の世界で、欲や高慢を戒め、
勝つことより負けることを、闘いとることより
献身をという教えが、どのような形で実践でき
るのかを探求するのは、困難であるけれどもや
らねばならないことだと思います。

そして、いつの日にか、まわりの相手を変え
て世直しをするのではなく、自らの内なる心の
変革を通して世なおりを目指す世界が、実現す
ることを願う次第であります。

今日のように、政治が日常の生活に対して大
きな影響力をもつ状況になると、つい政治的な
解決が万能のように思われがちです。「政治さえ
良くなれば全ての問題は解決される」とか、「体
制の変革をすれば全ての矛盾はなくなる」など
と考える人が増えて、宗教団体も政治に直接関
与して世直しをすべきだと主張しています。　
　しかるに、政治の力だけで理想社会を作るこ
とができるというのは、人間の力を過信した傲
慢な考えであり、誤った楽観主義による幻想に
過ぎません。野党が与党の失政を糾弾し政権を
奪っても、自らが声高に叫んでいた理想・改革
を実現できるとは限らないのは、昨今の日本の
政治状況でも明らかな通りであります。

ところで、現在、天理教のようぼくとして名
を連ねている日本の国会議員は、衆議院に 45
名、参議院に 16 名います。また、おさづけの
理を拝戴するまでには至らないけれども、お誓
いを済ませて別席を運んでいるという中席者
は、衆議院議員で 34 名、参議院議員で３名い
ます。

もし、これらの議員さんたちが集結して一つ
の政党を立ち上げれば、民主、自民に次ぐ第３
極となれる大きな勢力になります。また、この
合計 100 名近い議員の中には、総理経験者、現
職の閣僚や閣僚経験者、与野党の党首や党首経
験者などが多数含まれ、また、地方政治家の中
にも、知事や市長などに大勢のようぼくがいま
すから、政権を担う力も十分にあります。

ところが、これらの人々が結集して、新たな
政党が立ち上がるという事態には決してなりま
せん。何故なら、これらの議員さんたちは、天
理教信者ではあるけれど、天理教が推薦して選
出した議員ではないからです。換言すれば、天
理教団が特定の議員のために組織票を集めるこ
とはないということなのです。

天理教は政党をつくらない。その理由は、天
理教は、特定の党派や国家や民族の幸福を目指
す教団ではないからです。教祖は「一れつはみ
なきょうだい」そして「反対するのも可愛いわ
が子」と仰せられ、全人類の救済を目指してい
ます。ですから、自分たちだけの政党を結成し
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